
選
）

※�

最
少
催
行
人
数
30
人
（
添
乗
員

は
同
行
し
ま
せ
ん
）

参
加
費
◦
一
人
7
，
0
0
0
円

申
込
方
法
◦
「
市
民
ツ
ア
ー
希
望
」

と
明
記
し
、
申
込
者
全
員
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
9
月
12
日
㈬
ま
で
に　

 

・

　

ぎ
ふ
清
流
大
会
岐
阜
県
選
手
団

結
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

10
月
13
日
か
ら
15
日
に
開
催
さ

れ
る
「
ぎ
ふ
清
流
大
会
（
第
12
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
の

岐
阜
県
選
手
団
結
団
式
が
7
月
30

日
、
岐
阜
市
で
行
わ
れ
、
高
山
市

の
選
手
を
は
じ
め
、
県
代
表
選
手

や
役
員
な
ど
約
9
0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
（
写
真
左
）。

●ケーブルテレビでは「ぎふ清流国体」の番組を放送中です

TEL

FAX

た
け
ふ
菊
人
形
市
民
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

友
好
都
市
提
携
30
周
年
記
念友

好
都
市
の
越
前
市
（
福
井
県
）

を
訪
れ
る
市
民
ツ
ア
ー
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

日
程
◦
10
月
7
日
㈰

高
山（
午
前
6
時
30
分
出
発
）→
高

山
IC
→（
小
矢
部
J
C
T
）→
武
生

IC
→
越
前【
本ほ

ん

保ぼ

陣
屋
跡
地（
提

携
ゆ
か
り
の
地
）・
昼
食（
越
前
そ

ば
）・
語
り
部
と
市
内
散
策
・
友
好

都
市
提
携
30
周
年
記
念
式
典
・
た

け
ふ
菊
人
形
・
特
別
拝
観
（
豪ご

う

攝し
ょ
う

寺じ

・
城じ

ょ
う

福ふ
く

寺じ

）】→
武
生
IC
→（
小
矢

部
J
C
T
）→
飛
驒
清
見
IC
→
高
山

（
午
後
8
時
頃
到
着
）

対
象
◦
市
民
の
方

定
員
◦
40
人
（
超
え
た
場
合
は
抽

問
合
先

都
市
提
携
委
員
会

（
市
民
活
動
推
進
課
内
）

☎
35
―

３
４
１
２

企
画
・

申
込
先

㈱
高
山
エ
ー
ス
旅
行
セ
ン
タ
ー

�

〒
５
０
６
―
０
０
５
３ 

昭
和
町
２
―
１
１
６
―
１

☎
35
―

０
８
３
９

ＦＡＸ
34
―

７
５
３
５

9月18日まで実施中です

◉
ぎ
ふ
清
流
大
会

障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
、
岐
阜
市
周
辺
9
市
町
で
10
月

13
日
か
ら
15
日
に
行
れ
ま
す
。

ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会 

市
民
総
決
起
大
会

〜
や
る
ぞ
！
勝
つ
ぞ
！
頑
張
る
ぞ
！
〜

出
場
す
る
地
元
選
手
の
激
励
と

両
大
会
の
開
催
機
運
を
盛
り
上
げ

る
た
め
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

期
日
◦
9
月
10
日
㈪

時
間
◦
午
後
4
時
〜
5
時

場
所
◦
市
民
文
化
会
館（
昭
和
町
1
）

※�

事
前
申
込
不
要
で
す
。
直
接
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

問
合
先

国
体
推
進
課

☎
35
―

３
１
８
５

問
合
先

福
祉
課

☎
35
―

３
１
３
９

委員会・審議会を公開しています
公開予定の委員会・審議会（9月前半分）

●傍聴は先着順となります。
●�開催日時や場所が変更する場合がありま
す。また議題等詳細についても担当課へ
お問い合わせください。

開催日 会　議　名 担当課

2日
㈰

選挙管理委員会
9：00〜
市役所　4階中会議室

選挙管理委員会
事務局

☎35–3133

3日
㈪

庁議（幹部会）
8：30〜
市役所　4階特別会議室

企画課
☎35–3131

5日
㈬

社会教育委員定例会議生涯
学習施設運営審議会
13：30〜　市役所　2階
201・202会議室

市民活動
推進課

☎35–3412

農業経営基盤強化推進会議
19：00〜　市役所　2階
201・202会議室

農務課
☎35–3141

10日
㈪

庁議（幹部会）
8：30〜
市役所　4階特別会議室

企画課
☎35–3131

農業委員会
13：30〜
市役所　地下市民ホール

農業委員会
事務局

☎35–3141

昨年の菊人形「江姫と戦国の女たち」のようす

電気自動車
乗り入れ実験・研究事業
市や県、観光関係団体などで構成す
る乗鞍自動車利用適正化協議会では、
乗鞍岳の環境保護と地域振興の両立を
進める目的で、環境への負荷が少ない
電気自動車（EV）の乗り入れ実験・
研究事業を8月17日から9月18日まで
行っています。この実験は、利用者の
行動による環境への影響を調査し課題
を洗い出すことで、EV乗り入れのニー
ズや実効性などを研究するものです。
8月23日に立川市（東京都）から参
加された浅見明暢さんは、「貴重な乗
鞍岳の環境保護のため、EVは大事な
手法だと思う」また、「初めてEVに乗っ
たが、静かでパワーも十分。排ガスも
出さないので、EVの性能がさらに向
上し、電気スタンドもあちこちに整備
されれば乗り換えてもいい」と語って
いました。

※�なお、予約申し込み受付は終了しています

参加された浅見さん（8月23日撮影・鶴ヶ池駐車場）

問合先
乗鞍自動車利用適正化協議会
事務局（環境政策推進課内）
☎35‒3533

6
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